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 ◇ ○ひ○が○しっ子スローガン 2021   

 1学期終業式の話は「○ひ○が○しっ子スローガン」。 

 スローガン。つまり合言葉。ただ、枕詞に「ひがしっ子」を付した。子供たち

が流行り言葉を口ずさむように、子供たちの口から自然に発せられるようになる

こと、日常の目標になることが願いだ。よって、スローガン３文は、常々伝え続

けてきた「あたりまえのことがあたりまえにできる」と置き換えてもよい。 

 

 中学校なら、まずは生徒に「スローガンのねらい」を説き、生徒の心に揺さぶ

りをかける。必要感が高まり、やりたいという空気が醸成されたころを見計らい、

生徒に投げかける。個で考えさせ、その後、全体に汲み上げて、絞り込む中で練

り上げる。学級集団ならばこの過程でよいが、学年、学校と母体が大きくなれば、

その都度「練り上げ」の機会をもつ。いいものが出来上がるのはもちろんのこと、

様々な過程を経る中で生徒の心情が醸成され、定着へとつながる。 



 しかし、小学校はそうともいかない。そこで教師側が考えるのだが、今回は本

校の教職員に働きかけて募集することにした。条件は頭文字の「○ひ○が○し」。 

 これが大正解。やはり、いつも子供たちと接する担任陣は流石だ。子供たちに

対する「思い」や「願い」の大きさが、簡潔な短文からしっかりくみ取れる。 

 

○ひ【光る優しさ ひがしっ子】 

「優しさ」が【光る】とは、粋である。まるで俳句の一節のよう。「優しさ」

の最上級・「優しさ」の極みを短文で見事に表現している。 

 

○が【頑張り続ける ひがしっ子】 

これは「常磐ひがしっ子 120年宣言」に通じる。関連性があることで子供に

も浸透する。「続ける」つまり「継続」の大切さに気付かせてくれる。 

 

○し【心身を正しく鍛える ひがしっ子】 

  校歌の一節との連携はお見事である。しかも、これまで卒業式や入学式の式

辞に織り込んできた自分が最も大切にしてきた一節だ。 

  【正しく鍛える身と心】を倒置させて「心身」と置き換えることで、難しい

「し」から始まる短文を巧みに仕上げている。 

 

 完成したスローガンを校歌と照らし合わせる。すると、その関連性の深さに驚

かされた。校歌の凝縮形が「スローガン」と言ってもよいほどだ。 

 終業式の式辞では、2枚の資料で言葉を説いた。締めくくりは、『オリンピック

を家族で見よう』。心身を正しく鍛えたアスリートから、何かを感じ取ってほしい。 


